
 

 

西澤 学習指導要領の前文に，「社会に開かれた教育課程の実

現が重要」と記されています。どのようなことを大切に考えて

いく必要があるのでしょうか。 

 

 

山口 中央教育審議会の答申の中で，３つのことが指摘され

ています。① 教育理念を社会と学校が共有していくこと，② 

資質・能力の育成を教育課程において明確にすること，③ 学校

教育を学校内に閉じずに，地域社会と連携・協働することです。 

 子どもたちがこれから訪れる予測困難な時代を生きていく

ためには，学校教育が学校の中で閉じているのではなくて，開

かれた学校が求められます。地域社会と学校の橋渡しとなるの

がコミュニティ・スクールだと考えています。 

青栁 ずっと山口課長にお聴きしたかったのですが，平成26

年から国のコミュニティ・スクールをやっていた木島平村で，

中学校の校長として当時お感じになっていたことはどのよう

なことですか。 

山口 「あなたの学校はどういう学校ですか」と聞かれれば，

小中学校の誰もが「協同的な学びでつなぐ一貫教育の学校です

＋コミュニティ・スクールを推進する学校です」と答えていま

した。地域の人に助けてもらったり，地域に貢献したり，とも

に歩む学校教育だと感じていました。 

青栁 学校・地域社会が連携・協働し，なおかつ教育理念を

共有できるようにすることが大切なのですね。社会教育という

側から，「自分たちも子どもを育てるんだ」「子どもたちに必要

な力は何なのだろう？」「学校と地域社会が理念を共有して，共

に育んでいくんだ」とするために，私も地域社会の当事者意識

を高める必要があると考えます。 

学校と地域社会がもっとコミュニケーションをとって，学校

の教育課程を地域社会が理解して，子どもを育てていかなくて

はいけない時代になったのだと思います。だからこそ，地域社

会の方に当事者意識を高めてもらうような働きかけをしてい

かなくてはならないと考えます。そのための手立てが，コミュ

ニティ・スクールの仕組みだと期待しています。 

西澤 これから，中信教育事務所としてどのような支援が考

えられるのか，お聴きできればと思います。 

青栁 山口課長が最初に話された３つのことを具体的に支援

していくことです。 

例えば大桑村では，「大桑村の明日を語る集い」を20年以上

やっています。平成 26 年からは小中学生も参加して，地域の

方と「こんな役場の新庁舎がほしい」，「災害の時にどうする」

等，話し合っています。要するに，大桑村の村づくりに子ども

が社会教育の枠の中で参加しているのです。 

学校教育課・生涯学習課 両課長にお聴きしました。 

【対談】「社会に開かれた教育課程」をいかに実現するか 
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大桑村の子どもたちは，その中で刺激を受けたり，大人の考

えを聞いたりしています。さらに，学校と地域社会が理念を共

有したり，どのような資質・能力をつけたいのかを話し合った

りして，学校の教育課程とつながっていく支援をしていくこと

で，さらに連携・協働が進んでいくと思います。 

塩尻市の木曽楢川

小学校，楢川中学校

では，「ふるさとを学

び・知り，誇りと愛情

を持ち，地域の未来

を拓き，語れる子」と

いう願いを地域と共

有しました。そして，

木曽漆器祭・奈良井

宿場祭のときに子ど

もたちがカフェを開

いて来訪者におもてなしをしたり，「定住しませんか，移住して

きませんか」というチラシを配ったりしました。このチラシを

見て，この夏に居住してくれた人がいたのです。 

つまり，子どもたちの働きかけに対して，地域社会や来訪者

が応えてくれたことで，子どもたちは，自己肯定感を高め，今

後地域社会のために「もっと○○したい」となっていくことと

思います。このような積み重ねが，社会に開かれた教育課程に

なっていくと考えます。 

西澤 社会とつながる接点で，学校がどのように参加できる

のか考えていこうとすることが大事だということですね。 

青栁 その大前提が，最初に山口課長がおっしゃった理念を，

目標やビジョンも含みますが，共有していくことです。それが

ないと一方通行になる。「学校支援をすればいいんでしょ」「学

校のお手伝いをすればいいんでしょ」ということになってしま

います。そうではなくて，理念を共有することによって，とも

に歩んでいくことになります。学校支援だけじゃなく，一緒に

やる，そうありたいですね。 

山口 ちょうど例に出た木島平村では，「自立する学び手」が

教育理念として共有化されていました。そして，そのための「教

育課程をどうしましょう」ということまで地域社会と共有して

いった。まさに地域とともにある学校になっていきました。 

社会に開かれた教育課程の実現には，「連携」と「協働」が大

事だと考えます。「連携」は，教育理念を社会と学校が共有化し

て，目標を共有化するということですね。「協働」は，内外リソ

ースを活用していく，内と外の教育資源をより一層活用してい

くことが社会に開かれた教育課程を実現させていきます。この

ように，「チーム学校」として教職員に加えて多様な背景を有す

る人材を学校の中に巻き込んで，教育力，組織力を高めていく

という視点が大切です。 

学校教育課としては，来年度，カリマネ（カリキュラム・マ

ネジメント）の側面から，学校を支援できないかと考えていま

す。 

カリマネを整理すると，１つめは，教科横断的な視点でマネ

ジメントすること。２つめは，評価・改善する PDCA サイク

ル，３つめが，内外リソースの活用。キーワードは，田村学元

視学官も言っていますが，「つなぐ」。体験と言葉をつなぐ，教

科をつなぐ，暮らしとつなぐ，人とつなぐなど。  

ですから，教科横断的な視点で，学校のお手伝いをしたいと

思っています。また，PDCA サイクルの側面から，「あなたの

学校の実施状況はど

うですか？」「評価改

善していますか？」，

ということを，教科の

窓口でもいい，教育活

動全般でもいい，どの

場面でもそうやって

語っていくことで「つ

なぐ」ことができると

思います。 

 

 

 

青栁 生涯学習課としては理念を共有するとはどういうこと

か，学校と地域社会が連携・協働するとはどういうことか，先

進事例を紹介しながら，社会に開かれた教育課程が実現するこ

とで「子どもが育つんですよ」ということを，伝えていきたい

と考えます。さらに，子どもが育つには，様々な大人との関わ

りが必要だと思うので，是非社会教育，生涯学習に関わる人の

みならず学校教育及び学校とさらに連携してお力添えいただ

いて，社会に開かれた教育課程の実現を目指していきたいです。 

山口 最後にお伝えしたいことは，社会に開かれた教育課程

は，子どもに開かれた教育課程の実現であるということです。 

今年度「一帯一学」を展開してきたわけですけども，来年度

はいよいよ学校教育課と生涯学習課と連携・協働して「一帯一

学」を進めていこうと思います。そのことが，まさしく社会に

開かれた教育課程の実現に向かっていくのかな。 

（平成31年２月28日 中信教育事務所にて） 

 
 

連携・協働し「一帯一学 2019」へ 

 

山口 真一 

青栁 信雄 
Nobuo  Aoyagi 

Shinichi  Yamaguchi 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 平成 30 年度 グランドデザインより 

すべては子どもたちのために『共に歩まん』 

～わたしたちは，｢資質・能力の育成｣につながる日々の授業改善への取組を支援します～ 

 

平成 30 年度 中信教育事務所 学校教育課の運営を振り返って        平成 31 年３月 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 成果 ● 課題 学校訪問 

○アンケートの記述欄の多くに「子どもを主語とする

教材研究のよさ」が具体的に示された。「子どもを真

ん中にした教材研究」を視点にした授業づくりの大

切さが確実に広がっている。 

●さらに，他教科や学校全体に広げられるよう，学校

訪問支援をコーディネートできるようにする。 

学校訪問アンケート集計結果から 

・自校の願いや課題に合った支援内容であった。  

はい 96.2％ 

・自校研究の「よさ」や新たな「課題」を明確にする 

支援内容であった。     はい 95.6％ 

・資質・能力の育成に向けて，「子どもを真ん中にし 

た教材研究」を大切にした授業づくりへの意識が高

まった。             はい 92.2％ 

教職員研修 

○各ゾーンで開催することで，参加しやすくニーズに合わせた実施とした。 

●さらに，参加者同士の交流を図るようにする。 

情報提供 

○中信管内の授業の生の姿から，資質・能力を育むための主体的・対話的で 

深い学びの実現に向けた授業改善の実際を発信した。 

●さらに，双方向の発信になるようにする。 

。 

 

◎学校訪問支援に関わって…カリキュラム・マネジメントの側面から学校づくりを支援。中学校区や同

じ課題をもつ複数の教員や学校をつなぐ支援。 

◎教職員研修に関わって…学び続ける教師を支える，「出向く」研修の継続充実。 

◎情報提供に関わって…先生方の振り返りに役立つ双方向の情報提供。 

 

一帯一学～この道は続く 2019～ 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
以上のことを大切に，来年度もワークショップや現地研修 

など，様々な切り口から研修内容を考えて参ります。 
多くの先生方の御参加をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
本年度，多くの地域・学校で取組の充実に向けて推進していただきました。 

①子どもは地域で育てるという意識の高まり      ②故郷への愛着につながる学びへ 
 
 
 
 
 
 
 
③思いを共有する場が各地で設けられてきている   

 
 
 
 
 
 

 

            今後について 

・さらなる信州型ＣＳの取組充実を目指し情報提供 

・国ＣＳ設置努力義務化へ向けた情報提供等の支援 

～来年度も，信州型ＣＳ推進出張講座等， 

学校と地域の研修の場に御活用ください～ 

身近にあるものを生かして，地域の人々とつながりながら，生徒たちに戦争の悲惨さ，人権の大切さを伝えてい

くための学習を具体的に思い描くことができました。   

（「現地研修を通して，『外国人の人権』や戦争と平和について考える」 受講者の方の感想より） 

☆まずは自分が「自分事として体験的に学ぶ」 

☆地域や学校で「実践に生かしていける」 

☆地域と学校の担当者どうしが 

「お互いにつながり合い連携・協働に向かう」 

◇人権教育実践力スキルアップ講座 

（松本市里山辺地下軍事工場跡にて） 

 

 

本年度は，「スポーツ文化活動運営委員会での情報提供」や「人間関係づくりの講座」，「体力向上に向けた

運動指導」等を実施しました。来年度も先生方のご要望に応じて対応させていただきます。 

お気軽にご連絡ください。 

 

 
 

改訂版の長野県中学生 

期のスポーツ活動指針の 

説明や今後のスポーツ 

活動のあり方等について 

の情報提供をさせていただきます！ 

◇中学生期のスポーツ活動の支援   

 放課後の数十分や長期休業を活用して！ 

「体つくり運動」や「教材研究」，「ニュースポ 

ーツの紹介」等をさせていただきます。職員 

研修や学年会等でご活用ください！ 

（要望に応じて柔軟に対応しますので，お気軽にご連絡ください） 

◇出張講座「教職員のためのスキルアップ講座」

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwijz7eThI_TAhXEi7wKHUEJDT4QjRwIBw&url=http://www.provocatorsportsclub.com/p/2/&psig=AFQjCNHSelbkRrM374YmEnkzjHDmWutsrg&ust=1491540613144820


 

 

  

 

 

 

人権教育は，全ての教育の基本だよね。 

今年も小・中・高いずれの学校でも， 

【人権教育の視点】を大切にした授業が 

日々積み重ねられているよ！ 

 

これからも教育活動を通して 

「自分の人権を守り，他者の 

人権を守るための実践行動」 

をとることができる資質・能力を 

育んでいこうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集 

道 徳 

 

小谷小 

【人権教育の視点】他者の痛みや感情を共感的に 

受容できるための想像力や感受性を高める。 

「あいてのことを考えて」（小２） 
教材名 「まいごのすず」（学研『みんなのどうとく』） 

内容項目 Ｂ 親切，思いやり 

 春原 園子 先生 

 本時の中心の「まい

ごのすず」を全てのペ

アが持ち，それを主人

公が拾った場面を役割

演技。「まいごのすず」

の重みや音色から落と

し主の痛みや感情を想

像するとともに，「まい

ごのすず」も持ち主の

元へ帰りたいのだと感

じました。 

総 合 

 

松商学園 

【人権教育の視点】人権の観点から自己自身の 

行為に責任を追う意志や態度を高める。 

「すべての人の人権が守られる 

避難所を提案しよう」（高１） 

     高山 佳子 先生 

 校内のバリアフリー

の必要を提案し，実際

に段差解消のスロープ

が設置された経験をす

る生徒たち。校内に避

難所が設置された時の

空間の使い方を問い合

ううちに，高齢者は若

い自分たちが背負う」

と，生き方を語り始め

ました。 

体 育 

 

穂高南小 

「自分たちのダンスをつくろう」 
～協力して楽しくだれだってダンサーズ～（小４） 

   朝倉 明日香 先生 

「仲間に聞いたり確

認したりしながらみん

なが楽しめるダンスを

つくろう」とめあてを

確認した児童たち。グ

ループ追究では，仲間

の動きのよさを認める

と，「見本を見せて」

「もう1回やってみて

よ」と伝え合い，見事

なダンサーズへ！ 

道 徳 

 

南木曽小 

「ぞうれっしゃがやっ

てきた」を，音楽会で演奏

したり，国語で音読した

りしてきた児童たち。あ

らためて「ぞう」に込めら

れた思いを考えると，「戦

争を止めるには，まず小

さなけんかから止めない

と…」と，自分自身の学校

生活を見つめ直しまし

た。 

特 活 

 
塩尻西部中 

学級活動（２） 

「みんなが気持ちよく過ごせる 

クラスにしよう！」（中１） 

井出 宏幸 先生 

「君のいいとこ見つ

け隊」や「いじめま宣

言！！」等の活動をし

てきた生徒たち。文化

祭も終えた頃，グルー

プごと，友達のよさを

付箋に書いて伝え合い

ました。互いに照れ笑

いをしながら，自他の

価値をかみしめまし

た。 

「一帯一学」の 根ざし処 

【人権教育の視点】能動的な傾聴，適切な自己 

表現等を可能とするコミュニケーション技能を高める。 

「半歩前へ」（小５） 
教材名 『ぞうれっしゃがやってきた』（岩崎書店） 

内容項目 Ｄ よりよく生きる喜び 

 津浦 和幸 先生 

【人権教育の視点】正義，自由，平等などの実現という 

理想に向かって行動しようとする意欲や態度を高める。 

【人権教育の視点】自他の価値を尊重しようとする 

意欲や態度を高める。 


